
Inbound local guide
seminar

9 12月年 日（日）～10 172021 月 日（日）

６第 期
インバウンドローカルガイド
養成講座

訪日外国人旅行者に対して海の京都エリアの魅力（観光・歴史・文化・暮らしなど）を
外国語（英語）で伝えることができる方【インバウンドローカルガイド】の育成を目的に、
インバウンドローカルガイドに必要な知識や技術などを身につけるための講座を開催します。

〇連続講座（４日間）全てに参加が可能な方
〇英検２級またはTOEIC550点程度以上の英語能力がある方
〇海の京都エリアで外国人旅行者への有償ガイド活動を行うことに興味・関心のある方

主催：海の京都DMO（一般社団法人京都府北部地域連携都市圏振興社）
後援：京都府
企画・運営：一般社団法人Tangonian（タンゴニアン）

３密を避けた形で、講座をご受講いただけるよう換気を徹底し、
参加者と講師や参加者間の距離を保ちながら講座を運営します。
受講される皆さまへ、次のご協力をお願いたします。
・ご来場時、非接触型体温計にて検温を実施します。検温の結果 37.5°C以上の場合は、 
講座の参加をご遠慮いただきます。
・ご来場の際は、マスクの着用にご協力をお願いいたします。
・手洗いや備え付けの消毒液のご使用、咳エチケットのご協力をお願いいたします。
・講座参加の１～２ヶ月前に海外渡航歴のある方は、参加をご遠慮ください。

【参加対象】

５名（※定員を超えた場合は選考）【定員】

④１０月１７日（日）　10:00～ 16:00③１０月３日（日）　10:00～ 17:00

②９月１９日 (日 )　 10:00 ～ 17:00①９月１２日 (日 )　 10:00 ～ 17:00

宮津市・京丹後市・与謝野町内でOJT実施予定宮津市・京丹後市・与謝野町内でOJT実施予定

宮津市福祉・教育総合プラザ
（ミップル） 3F 第２コミュニティルーム

somewhere/cafe
（宮津市字鶴賀２０５７－２９）

【日時 /会場】

２０２１年９月３日（金）　※受講決定通知送付予定　９月６日（月）

10,000円（資料代・OJT体験料等）※受講途中でキャンセルされた場合には受講料の返金は行いません

※OJTとは” On-The-Job-Training” の略称で、実際の職務現場において業務を通して行う訓練のことです。

【申込締切】
【参加費】

090-4495-2503 （担当：長瀬）【お問い合わせ】
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Inbound local guide
seminar６第 期
インバウンドローカルガイド
養成講座

Program

Day 1 9月 12日（日）　10:00～ 17:00

【海の京都　認定インバウンドローカルガイドについて】

オリエンテーション、海の京都の取組・現状について、異文化コミュ
ニケーションのマナー、ガイド事例紹介、フィールドワーク

連続講座修了後、一定のスキルを身に付けていただいた方には「海の京都インバウンド
ローカルガイド」としてツアーセンターや旅行会社等からのガイド依頼を受けてご活躍
いただく機会があります。

Day 2 ９月19日（日）　10:00～ 17:00
ガイド事例紹介、外国人旅行者向けのガイディングのポイント、
フィールドワーク

Day 3 10月３日（日）　10:00～ 17:00
OJTの実施

Day 4 10月 17日（日）　10:00～ 16:00
OJTの実施、修了証書授与

※講座日程、内容、講師、会場等は変更になる場合もあります。
※Day1・2のみ新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、オンラインでの参加も可とします。
　また、オンラインでの開催に変更する場合もありますので、あらかじめご了承願います。

<個人情報について > 今回ご提供頂いた個人情報は、京都府が定める個人情報保護条例の規定に基づき適切に管理します。
今後、海の京都DMO主催のセミナーなどのご案内をお送りさせて頂く場合がございます。
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https://bit.ly/3rTFELt

（例：「アメリカに留学経験あり」「日常的に仕事で英語を使っている」など）

件名 インバウンドローカルガイド養成講座応募
本文 ○お名前（ふりがな）　○ご住所　○メールアドレス　○お電話番号　○ご職業またはご所属

○受講動機やアピールポイントをご記入ください。

メールでお申し込みの場合は、以下の内容をもれなく明記して送信してください。

tangonian.k@gmail.com

次のどちらかの方法でお申し込みください。
○メールでお申し込み ○申込フォームからお申し込み

2000年より京都市を中心に料理教室を主宰。
「食は命」を信条に、素材を生かしたナチュラルで
からだに優しい料理の提案を続けている。また、
発酵食を学び、生活に取り入れることをライフワー
クとする。2008 年から夫の国アイルランドに暮
らし、在住中はホンモノの和食の普及に取り組ん
だ。2014 年 に 京 丹 後 市 へ 移 住。2018 年、
“Tabel” を起業し、京丹後市大宮町でカフェ
『tabel table』をオープンした。料理教室やイン
バウンド対応ワークショップの開催、イベントや
パーティーのケータリングを行っている。第１期
「海の京都インバウンドローカルガイド養成講座」修了
　　　　　

ハミルトン 純子氏
料理家、カフェオーナー

Junko Hamilton

編集の仕事を経てフリーランス翻訳家と
なり、ベトナムに 10年在住。現地で手作り
石けんのブランド SAPO を立ち上げ、
世界中から集まる観光客向けワークショップ
や環境イベントを開催。2019 年に宮津へ
帰郷し、丹後の素材を使った石けん作り、
ガイドや DMO の仕事を通じて海の京都
エリアの自然・文化的魅力を発掘、発信し
ている。
第３期「海の京都インバウンドローカル
ガイド養成講座」修了

河田 恵美氏
海の京都DMO文化観光サポーター
翻訳家、SAPO JAPAN代表

Megumi Kawada

アメリカニューヨーク州ブルックリン出身、
Connecticut College大学卒業、SCSU大学院卒業。
BA 英語や人類学 , MA 英文学 ( 修士 )、MFA 文筆 
（美 術 学 修 士 )、TESOL(Teaching English to 
Speakers of Other Languageｓ) 免許を持ち、ALT
として京丹後市内の小・中学校で4年半勤務した。
「海の京都インバウンドローカルガイド養成講座」
アドバイザーを務め、2019 年４月より海の京都
DMO海外プロモーションマネージャーに就任している。

ジェシー エフロン氏
海の京都DMO海外プロモーションマネージャー

Jesse Efron

19歳の時より約７年間世界をバックパッ
カーとして２周し、帰国後は、ホテルマンや
海外添乗員を経験。３７歳の時、大阪から
京都府綾部市の上林地区へ移住。
現在、旅行会社 MATA TABI としてツアー
運営、全国通訳案内士（英語）として活動。
日本の田舎を海外の方にも見て欲しいという
思いから、ゲストハウスクチュールを経営。 

工忠 照幸氏
里山ゲストハウスクチュールオーナー
全国通訳案内士（英語）

Teruyuki kuchu


